
ア ( Yes No

◆

◆

◆

※

イ ( Yes No

◆

◆

ウ ( Yes No

県中央部における知的障害のある児童生徒数の増加

中山間地を多く抱え、東西に広い県土であるため、すべて
の児童生徒が通学できる範囲に特別支援学校を設置する
ことが困難

　各学校の児童生徒在籍者数については、年次ごとの推移を分析し
ている。また、県中央部における知的障害のある児童生徒数が増加
していることから、高知市教育委員会からの情報提供等、連携を図っ
ている。

【要因】 十分に特定していたか )

◆ 教室数不足や校舎の狭隘化を解消し、学校規模の適正化
を図るなど教育条件を改善するため、新たに分校を設置す
る。

達成可能で具体的な目標を設定していたか )

　中芸高等学校、中村養護学校については平成22年度内に、高知ろ
う学校については、平成22年度～23年度に必要な施設改修を行う。

当　初　計　画 年度末点検・評価

①

現　状
（課題）

と
その要因

【現状】

山田養護学校、日高養護学校において、特別教室の普通
教室への転用やプレハブ教室の増設等により、教室の不
足に対応している。

県西部には、知的障害を対象とする養護学校しか設置され
ていない。

県東部には、特別支援学校が設置されていない。

知的障害を対象とする特別支援学校に在籍する児童生徒数の推

移

　各学校の児童生徒在籍者数の推移の分析や高知県立特別支援学
校再編計画【第一次】において、高知県における特別支援学校の在
り方について、検討委員会において各地域や学校の課題の検討を
行った。

正確に把握していたか )

事業名称 県立特別支援学校再編計画に伴う施設等の整備

担当課 特別支援教育課

当初予算額（千円） 333,152
補正後予算額（千円） 333,785

決算額（千円） 333,785
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事業Ｎｏ， 56 施策の柱への位置付け 柱⑪　特別支援教育の充実
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総合評価
と

今後の方向

目標達成度 「No」を選択した項目

【総合評価】
　中芸高等学校のエレベーター及び多目的トイレ等の改修
が平成23年度も継続するが、教室等の施設の改修は年度
内に工事を完了させることができた。

◆
【今後の方向】
平成23年度は、高知みかづき分校の作業棟等の改修がある。計画
的通りの円滑な事業を実施する。

山田養護学校田野分校の改修工事は11月4日～1月26日に順次契
約し、工期について、エレベーター棟の完成は、平成23年5月31日。

日高養護学校高知みかづき分校の改修工事は、12月16日～24日に
順次契約し、工期は平成23年4月10日。分校開校には支障がなく完
成できた。

中村養護学校の改修工事は、12月27日に契約し、平成23年4月5日
に完成した。

③
実施内容
(Input・
Output)
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◆

◆

中芸高等学校の施設内に山田養護学校の分校を設置する
ため、施設改修を行う。

高知ろう学校の敷地内に日高養護学校の分校を設置する
ため、施設改修を行う。

中村養護学校に、知的障害に加え肢体不自由のある児童
生徒を受け入れることができるよう施設改修を行う。

計画通り実施されたか )

◆

◆

平成22年度当初予算333,152千円が、2月補正により333,785千円予
算化（うち281,786千円については、平成23年度に繰越）

教室等の施設の改修工事は、年度内に完了することができており、
目標は達成することができた。【検証（比較）方法】

高知県における特別支援学校の在り方について（Ｈ17.12
「審議のまとめ」）

高知県における特別支援学校の再編に関する検討委員会
（Ｈ21.8「意見のまとめ」）

高知県立特別支援学校再編計画（第1次）（Ｈ22.1）

目標は達成されたか )

②
目　標

(Outcome)

◆

る。

幡多地域について、複数の障害に対応する特別支援学校
を設置する。


